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X i n  c h à o  い ば ら きX i n  c h à o  い ば ら き

理
事
長
あ
い
さ
つ

　
山
口
や
ち
ゑ
理
事
長
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
認
証
さ
れ
、
今
後
益
々
活
動
の
幅

が
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
こ
の

数
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
恒
例
の
活
動
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度
は
ベ
ト

ナ
ム
訪
問
団
も
実
施
し
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
と
り
な
が
ら
本
格
的
な
交
流

を
再
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

〜
来
賓
あ
い
さ
つ
〜

茨
城
県
大
井
川
和
彦
知
事
代
理
、
竹
村

明
浩
県
営
業
戦
略
部
国
際
渉
外
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー

「
本
年
は
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
外
交

樹
立
50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で

あ
り
、
５
月
に
は
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

に
参
加
す
る
た
め
に
来
日
し
た
チ
ン
首

相
と
岸
田
総
理
大
臣
に
よ
る
首
脳
会
談

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
に
お
い
て

も
、
令
和
元
年
に
ベ
ト
ナ
ム
中
央
政
府

及
び
ロ
ン
ア
ン
省
と
協
力
覚
え
書
き
を

締
結
し
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
す
る
ほ
か
、
企
業
を
対
象
と
し
た

『
ベ
ト
ナ
ム
人
材
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

を
開
催
す
る
な
ど
人
材
の
受
け
入
れ
促

進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
３
年
12

月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
国
籍
の
在
留
外
国
人

数
が
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
筑

波
大
学
及
び
茨
城
大
学
が
、
３
年
ぶ
り

に
ベ
ト
ナ
ム
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
よ
る
受
け
入
れ
を
再
開
す
る
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
停
滞
し
て
い

た
国
際
交
流
が
回
復
の
兆
し
を
見
せ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
皆
様
が

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
友
好
訪
問
団
の
派
遣

や
、
留
学
生
と
の
交
流
な
ど
活
発
な
活

動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
心

強
く
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

福
島
伸
享
衆
議
院
議
員

「
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
実
習
生
の
受
け
入

れ
が
増
加
し
、
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
日
越
関
係
が
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に
は
円

安
に
よ
る
賃
金
の
低
下
や
物
価
の
高
騰

に
よ
り
、
日
本
が
選
ば
れ
に
く
い
状
況

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
交
樹
立
50
周

年
を
迎
え
て
、
さ
ら
に
深
い
成
熟
し
た

関
係
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
20
年
以
上
前
に
初
め
て
ベ
ト
ナ
ム

を
訪
問
し
た
と
き
、
子
ど
も
た
ち
の
生

き
生
き
し
た
目
が
印
象
的
で
し
た
。
目

を
輝
か
せ
て
い
る
若
い
ベ
ト
ナ
ム
の
人

た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
、
経
済
的
の
み

な
ら
ず
、
人
的
、
文
化
的
繋
が
り
を
深

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
の
第
１
回
の

総
会
を
機
に
、
山
口
理
事
長
を
中
心

に
、
下
山
田
名
誉
会
長
の
遺
志
を
引
き

継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ
れ
る
よ
う
祈
念

し
ま
す
」

　昨年７月、日本ベトナム友好協会茨城県連合会から、ＮＰＯ法人茨
城県ベトナム友好協会として新たに出発して１年が経ち、第１回総会
を６月２４日、ホテルレイクビュー水戸において開催し、会員ならび
に国会議員、県会議員、市町村長、大学関係者などが参加しました。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
第
１
回
総
会
を
開
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
初
め
て
の
総
会
で

あ
い
さ
つ
を
す
る
山
口
理
事
長

知
事
代
理
で
あ
い
さ
つ
す
る
竹
村
リ
ー
ダ
ー

左から田所嘉徳衆議院議員秘書、小沼巧参議院議員、
福島伸享衆議院議員、青山大人衆議院議員、上月良祐
参議院議員秘書、岡田広前参議院議員

役員一同、前列左から雜賀、大塚、池田、山口、中川、今木
後列大場、村田、砂川、廣田（新監事）、樋口、中山、中川、小野、関（代理湯本）



　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
栗
原
利
一
氏
に

変
わ
り
ま
し
て
新
し
く
廣
田
則
夫
氏
が

監
事
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
を
開
催
し

前
参
議
院
議
員
岡
田
広
氏
に
よ
る
乾
杯

の
音
頭
を
皮
切
り
に
、
４
年
ぶ
り
の
総

会
と
懇
親
会
の
開
催
に
和
や
か
な
場
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

代表取締役 大　竹　昌　士

〒311-4164／茨城県水戸市谷津町細田1-21
TEL 029 -254 -7777
FAX 029 -254 -7778
URL. http://www.fujiclean .net/
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〈
前
ペ
ー
ジ
よ
り
〉

高
橋
靖
水
戸
市
長

「
山
口
理
事
長
を
中
心
に
日
本
と
ベ
ト

ナ
ム
の
相
互
理
解
、
親
善
友
好
に
尽
力

い
た
だ
き
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

先
日
、
水
戸
青
年
会
議
所
主
催
の
『
ち

び
っ
こ
広
場
』
に
出
展
し
、
ベ
ト
ナ
ム

の
文
化
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
水
戸
市
と
し
て
も
、
ベ
ト
ナ
ム
の

地
方
自
治
の
幹
部
の
方
に
清
掃
工
場
エ

コ
ミ
ッ
ト
視
察
な
ど
交
流
を
進
め
て
い

ま
す
。
下
山
田
名
誉
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
先
人
の
方
々
が
築
き
あ
げ
た
ベ
ト

ナ
ム
友
好
協
会
の
伝
統
を
守
り
な
が

ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
民
間
外
交
の

礎
と
な
り
、
さ
ら
に
活
動
を
広
げ
て
い

か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

高
崎
進
県
議
会
議
員

「
山
口
理
事
長
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
茨
城
県
と
ベ
ト

ナ
ム
の
友
好
交
流
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
下
山
田
名
誉
会

長
と
は
、
平
成
18
年
の
初
当
選
以
来
、

20
年
近
く
に
わ
た
っ
て
と
も
に
活
動
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
も
ベ
ト

ナ
ム
友
好
訪
問
団
を
実
施
す
る
な
ど
、

交
流
に
力
を
注
が
れ
る
こ
と
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。
外
交
樹
立
50
周
年
に
際
し

両
国
の
関
係
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

来
賓
の
紹
介

　
日
頃
か
ら
友
好
協
会
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
県
内
の
大
学
か
ら
茨
城

大
学
太
田
寛
行
学
長
は
じ
め
、
常
磐
大

学
富
田
敬
子
学
長
代
理
坂
場
由
美
子
国

際
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
長
と
株
式
会
社

茨
城
新
聞
社
沼
田
安
広
社
長
、
ジ
ェ
ト

ロ
茨
城
吉
田
雄
所
長
、
在
茨
城
県
ベ
ト

ナ
ム
人
協
会
レ
・
バ
ン
・
タ
ン
副
会
長

を
来
賓
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
川
喜
久
治
副
理
事
長
の

議
事
進
行
の
も
と
、
２
０
２
２
年
度
の

事
業
報
告
と
活
動
計
算
書
、
23
年
度
の

事
業
計
画
案
、
活
動
予
算
案
な
ど
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

右
か
ら
ジ
ェ
ト
ロ
茨
城
吉
田
所
長
、
茨
城

聞
沼
田
社
長
、
タ
ン
在
県
ベ
ト
ナ
ム
人
協

会
副
会
長
と
ス
シ
ち
ゃ
ん
、
茨
城
大
学
太

田
学
長
常
磐
大
学
坂
場
国
際
交
流
学
習
セ

ン
タ
ー
長

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

右
か
ら
八
千
代
町
馬
場
秘
書
公
室
長
、
国

井
大
洗
町
長
、
小
田
川
つ
く
ば
み
ら
い
市

長
、
高
橋
水
戸
市
長
、
鈴
木
行
方
市
長
、

庄
司
潮
来
副
市
長
、
石
川
神
栖
副
市
長
、

田
村
境
町
多
文
化
共
生
推
進
室
長

議
事
進
行
を
進
め
る
中
川
筆
頭
副
理
事
長

右
か
ら
佐
藤
前
県
会
議
員
、
高
崎
県
会
議

員
、
金
子
県
会
議
員

就
任
あ
い
さ
つ
を
す
る
廣
田
則
夫
新
監
事

懇
親
会
の
乾
杯
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
岡
田

前
議
員
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

友
好
訪
問
団
の
派
遣
を
依
頼

　
９
月
11
日
か
ら
16
日
ま
で
行
わ
れ
る

第
25
次
ベ
ト
ナ
ム
友
好
訪
問
団
へ
の
学

生
派
遣
を
、
筑
波
大
学
、
茨
城
大
学
、

常
磐
大
学
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
へ

依
頼
し
ま
し
た
。

　
例
年
は
10
人
前
後
の
学
生
が
参
加

し
、
ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
フ
エ
外
国
語
大

学
と
の
交
流
や
フ
エ
市
内
の
ア
ン
タ
イ

子
ど
も
の
家
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
訪
問
で
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の

筑
波
大
学
ホ
ー
チ
ミ
ン
オ
フ
ィ
ス
を
訪

れ
る
予
定
で
、
そ
の
協
力
の
お
願
い
に

筑
波
大
学
国
際
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

筑
波
大
ホ
ー
チ
ミ
ン
オ
フ
ィ
ス

　
２
０
０
９
年
に
設
立
さ
れ
た
、
筑
波

大
学
ホ
ー
チ
ミ
ン
オ
フ
ィ
ス
は
、
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
医
科
薬
科
大
学
（
Ｕ
Ｍ
Ｐ
）

の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
り
、
筑
波
大
学

の
学
生
が
同
大
学
で
実
習
を
行
っ
た

り
、
Ｕ
Ｍ
Ｐ
の
学
生
が
筑
波
大
学
の
サ

マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
り
活
発

な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
筑
波
大
学
へ
の
進
学
を
希
望

す
る
ベ
ト
ナ
ム
の
高
校
生
が
多
数
訪
れ

て
い
ま
す
。

　
19
年
に
は
筑
波
大
学
の
永
田
恭
介
学

長
が
長
年
の
交
流
に
貢
献
し
た
こ
と
に

よ
り
、
Ｕ
Ｍ
Ｐ
か
ら
名
誉
教
授
の
称
号

を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

留
学
生
の
就
職
サ
ポ
ー
ト

　
近
年
で
は
、
筑
波
大
学
を
卒
業
し
た

学
生
（
留
学
生
）
や
、
ベ
ト
ナ
ム
に
戻

り
就
職
し
て
い
る
卒
業
生
に
、
日
本
で

の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
が
増
え
て

お
り
、
卒
業
生
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
国
内
で
は
、
高
度
人
材
と
し
て

日
本
語
に
堪
能
な
留
学
生
を
採
用
す
る

企
業
が
増
え
て
お
り
、
県
内
に
お
い
て

も
高
度
外
国
人
材
採
用
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
企
業
も
増
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
さ
ら
に
大
学
と
連
携
し
て
、
情
報

交
換
を
行
な
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
会
の
協
力

　
ま
た
、
５
月
に
水
戸
市
内
で
行
わ
れ

た
ち
び
っ
こ
広
場
に
お
い
て
日
越
外
交

樹
立
関
係
50
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
筑
波
大
学
の
ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
会

の
み
な
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

ベ
ト
ナ
ム
の
踊
り
や
歌
を
披
露
し
、
来

場
者
が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
へ

の
お
礼
を
伝
え
ま
し
た
。

　
今
後
は
学
生
間
の
交
流
も
さ
ら
に
増

や
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

左
か
ら
筑
波
大
学
国
際
局
国
際
室
の
松
澤
さ

ん
、
国
際
交
流
支
援
室
長
の
野
村
博
士

筑
波
大
で
留
学
生
に
つ
い
て
情
報
交
換

　
６
月
８
日
、
筑
波
大
学
国
際
室
に
お
い
て
野
村
名
可
男
博
士
（
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
国
際
交
流
支
援
室
長
）
と
筑
波
大
学
国
際
局
国
際
室
の
松
澤
暢
子
さ

ん
と
、
９
月
に
予
定
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
団
へ
の
学
生
派
遣
に
つ
い
て
の
協
力
を

依
頼
し
、
留
学
生
の
日
本
で
の
就
職
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
で
就
職
希
望
の
サ
ポ
ー
ト
を



2023年 （令和5年）    7月15日

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

今
後
さ
ら
に
増
え
る
外
国
人

　
現
在
茨
城
県
内
に
は
８
万
人
近
い
外
国

人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
年
ご
と
に
外
国

人
の
数
は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
ほ
増
減
が
な
か
っ
た
も
の

の
、
令
和
３
年
に
は
７
万
人
を
超
え
、
県

全
人
口
に
占
め
る
在
留
外
国
人
の
割
合
は

３
％
弱
で
全
国
10
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

共
に
目
指
す
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り

　
今
後
さ
ら
に
増
え
る
外
国
人
と
私
た
ち

日
本
人
が
、
共
に
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
生
活
し
、
協
働
す
る
多
文
化
共
生
の
重

要
性
が
増
し
て
く
る
と
、
根
本
理
事
長
は

話
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
必
要
と
な
っ
て
く
る

災
害
時
外
国
人
支
援
や
、
留
学
生
や
外
国

事
情
に
精
通
し
た
人
材
等
の
協
力
を
得

て
、
国
際
理
解
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
交
流
・
協
力
の
推
進
と

し
て
国
際
活
動
情
報
の
提
供
や
、
県
民
の

国
際
交
流
活
動
の
推
進
を
図
り
、
市
町
村

と
連
携
を
図
る
ほ
か
、
留
学
生
に
県
内
企

業
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

地
域
日
本
語
教
育
の
体
制
づ
く
り

　
中
で
も
最
も
必
要
な
の
が
日
本
語
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
で
す
。

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
各
市
町
村
で
の
日

本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
の
支
援
に
力
を

入
れ
、
各
地
で
日
本
語
を
教
え
ら
れ
る
人

を
増
や
す
た
め
、
研
修
や
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
県
と
連
携
し
た
地
域
日
本
語
教
育

の
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
相
談
体
制
の
充
実

　
県
国
際
交
流
協
会
は
外
国
人
相
談
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
多
言
語
に
よ
る
相

談
対
応
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
及
び
年
末
何
時

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
）

11
カ
国
の
言
語
で
日
常
生
活
や
労
働
、
教

育
な
ど
生
活
全
般
に
関
す
る
問
題
な
ど
の

相
談
に
対
応
し
て
お
り
、
弁
護
士
会
や
、

行
政
書
士
、
社
会
保
険
労
務
士
と
も
連
携

し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
国
の
言
葉
で
相
談
で
き
る
体
制

が
充
実
し
て
い
る
た
め
、
安
心
し
て
相
談

で
き
ま
す
が
、
ま
だ
多
く
の
外
国
人
や
県

民
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
と
て
も
残
念

で
す
。
ぜ
ひ
地
域
に
生
活
す
る
外
国
人

が
、
共
に
働
き
、
ま
た
共
に
生
活
す
る
私

た
ち
が
、
言
葉
や
ざ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
乗

り
越
え
て
、
不
安
を
無
く
し
て
い
け
る
よ

う
、
多
く
の
人
に
、
こ
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国
人
に
よ
る

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
毎
年
開
催
て
、

大
学
生
を
対
象
に
海
外
の
企
業
訪
問
や
ビ

ジ
ネ
ス
研
修
を
行
う
な
ど
の
青
年
の
海
外

研
修
や
、
留
学
生
や
外
国
人
住
民
が
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
て
「
茨
城
の
家
族
」
を
作

る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
確

認
し
て
、
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー
の
利
用

や
多
く
の
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

①
安
心
安
全
な
社
会

②
多
様
性
に
富
ん
だ
活
力
の
あ
る
社
会

③
個
人
の
尊
厳
と
人
権
を
尊
重
し
た
社
会

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

公益財団法人
茨城県国際交流協会

外
国
人
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る

地
域
日
本
語
教
育
の
体
制
づ
く
り
を

　
６
月
16
日
、
県
民
の
国
際
交
流
・
協
力
活
動
及
び
国
際
理
解
の
促
進
と
と

も
に
、
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
活
動
を
し
て
い
る
、
公
益

財
団
法
人
茨
城
県
国
際
交
流
協
会
を
訪
れ
、
根
本
博
文
理
事
長
、
須
能
俊
光

事
務
局
長
、
加
藤
雅
春
交
流
推
進
課
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

右
か
ら
根
本
理
事
長
、
須
能
事
務
局
長
、
加

藤
交
流
推
進
課
長
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

50
周
年
を
記
念
し
た
開
会
行
事

　
初
日
に
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
秋
篠
宮
佳
子
内
親
王
殿
下

の
ご
臨
席
を
賜
り
、
林
芳
正
外

務
大
臣
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
を
代

表
し
て
レ
ー
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
・

ハ
ン
外
務
次
官
、
実
行
委
員
会

最
高
顧
問
福
田
康
夫
元
首
相
、

実
行
委
員
長
の
フ
ァ
ム
・
ク
ア

ン
・
ヒ
エ
ウ
次
期
駐
日
ベ
ト
ナ

ム
大
使
な
ど
多
く
の
関
係
者
が

参
列
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
的

な
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
華
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

友
好
関
係
の
発
展
を
祈
念

　
林
外
相
は
「
50
周
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
、
今
日
ベ
ト
ナ
ム

は
日
本
に
と
っ
て
と
て
も
身
近

な
存
在
で
あ
り
、
長
年
に
わ
た

り
両
国
民
の
心
と
心
の
交
流
に

よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
日
本
と

ベ
ト
ナ
ム
の
友
好
関
係
が
一
層

発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
の
人
気
歌
手
や
音

楽
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
な
ど
の

他
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
が
楽
し
め

る
ブ
ー
ス
、
物
販
や
展
示
、
文

化
交
流
な
ど
の
ブ
ー
ス
に
た
く

さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

ア
イ
ザ
ワ
証
券
が
出
展

　
友
好
協
会
会
員
の
ア
イ
ザ
ワ

証
券
も
ベ
ト
ナ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
出
展
し
ま
し
た
。

　
13
日
、
友
好
協
会
事
務
所
に

ア
イ
ザ
ワ
証
券
の
高
尾
康
史
取

締
役
、
清
宮
賢
司
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
部
長
、
百
瀬
大
介
水
戸
市

店
長
が
報
告
に
訪
れ
、
東
京
会

場
で
は
約
一
千
二
百
人
が
ブ
ー

ス
を
訪
れ
、
想
像
以
上
に
ベ
ト

ナ
ム
投
資
へ
の
関
心
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
と
話
し
ま
し
た
。

　
来
場
さ
れ
た
約
３
分
の
２
は

ベ
ト
ナ
ム
人
で
、
多
く
の
ベ
ト

ナ
ム
人
が
投
資
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
現
地

駐
在
経
験
が
あ
る
人
や
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
人
な
ど
、
ま
た
、

投
資
経
験
の
あ
る
人
な
ど
が
ベ

ト
ナ
ム
へ
の
投
資
に
興
味
を
示

し
て
く
れ
た
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
に
関
心
が

あ
る
も
の
の
、
投
資
の
存
在
を

知
ら
な
い
多
く
の
人
に
ベ
ト
ナ

ム
の
よ
さ
や
投
資
に
つ
い
て
紹

介
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
話
し

ま
し
た
。

　
今
後
も
友
好
協
会
は
多
く
の

企
業
や
関
係
者
、
市
町
村
と
ベ

ト
ナ
ム
が
繋
が
る
よ
う
、
様
々

な
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ベトナムフェスティバル2023
　
６
月
３
日
、
４
日
に
代
々
木
公
園
、
10
日
、
11
日
大
阪
城
公
園

に
お
い
て
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
外
交
関
係
樹
立
50
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人

が
訪
れ
、
記
念
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

日越外交関係樹立50周年記念

代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子

ア
イ
ザ
ワ
証
券
の
ブ
ー
ス
に
は
投
資
に

興
味
の
あ
る
人
た
ち
が
沢
山
訪
れ
た

左
か
ら
ア
イ
ザ
ワ
証
券
の
高
尾
取
締
役
、

清
宮
部
長
、
百
瀬
支
店
長
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

左
か
ら
中
尾
理
事
長
、
友
好
協
会
村
田
、

ト
ゥ
イ
理
事
長
、
友
好
協
会
大
場

人
を
繋
げ
る
活
動
に
発
展
を
期
待

　
６
月
７
日
、
越
日
文
化
教
育
研
究
所
の
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
タ
イ
ン
・
ト
ゥ
イ
理
事
長

と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
協
同
組
合
の
中
尾
博
理
事
長
が
友
好
協
会
を
訪
れ
、
ベ
ト
ナ
ム

人
の
日
本
国
内
で
の
就
労
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ニ
エ
ケ 

ひ
と
み
さ

ん

people

八
千
代
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

認
定
多
文
化
共
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

多
文
化
共
生
を
通
じ
地
域
お
こ
し
を

　
ト
ゥ
イ
さ
ん
は
越
日
友
好
協
会
で
働
い

て
い
た
頃
か
ら
20
年
近
い
交
流
が
あ
り
、

２
０
１
９
年
に
友
好
協
会
が
ベ
ト
ナ
ム
に

訪
問
し
た
際
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
そ
の

年
に
行
わ
れ
た
「
ベ
ト
ナ
ム
の
夕
べ
」
で

は
国
立
歌
舞
団
の
ダ
ン
バ
オ
奏
者
を
招
く

な
ど
の
交
流
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
越
日
文
化
教
育
研
究
所
を
立
ち
上
げ
、

健
全
な
形
で
日
本
で
の
就
労
に
つ
な
が
る

よ
う
、
ハ
ノ
イ
で
学
び
の
場
の
提
供
に
尽

力
し
て
い
ま
す
。

　
一
緒
に
訪
れ
た
中
尾
理
事
長
も
取
手
市

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
協
同
組
合
を
設
立

し
、
ベ
ト
ナ
ム
や
日
本
の
大
学
で
学
ん
だ

学
生
の
日
本
国
内
で
の
就
労
や
高
度
人

材
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
就
職
に
お
い

て
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
就
労
を
取
り
巻
く

状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
高
度
人

材
と
し
て
国
内
で
働
く
ベ
ト
ナ
ム
人
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
国
の
労
働
政
策
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
を
育
む
取

り
組
み
）
を
目
指
す
活
動
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
３
年
に
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
な
っ
て
い
る
茨
城

県
内
の
企
業
と
の
連
携
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
（
新
機
軸
）
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と

な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
友
好
協
会
と
し

て
も
興
味
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
、
県
と
ベ
ト

ナ
ム
人
を
繋
げ
る
活
動
に
発
展
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

八
千
代
町
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
ニ
エ
ケ
ひ
と
み
さ
ん

は
、
多
文
化
共
生
を
通
し
、
地
域
お
こ
し

に
取
り
組
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
４
カ

国
語
以
上
を
話
し
ま
す
。
ご
主
人
は
ド
イ

ツ
人
の
宇
宙
研
究
者
、
現
在
は
オ
ラ
ン
ダ

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
と
中
国
に
留
学
経
験
が
あ

り
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
で
生

活
し
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
銀
行
の
為
替
責
任

者
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
、
日
本
に
戻
り
ジ
ェ
ト
ロ

本
部
に
勤
務
、
翌
年
八
千
代
町
で
地
域
お

こ
し
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。

「
関
わ
っ
た
事
柄
に
最
後
ま
で
伴
走
支
援

が
し
た
か
っ
た
の
で
、
八
千
代
町
の
募
集

を
知
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。
多
文
化
共
生

や
外
国
人
支
援
が
で
き
て
、
今
は
ス
ト
レ

ス
フ
リ
ー
で
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」
と

笑
顔
で
答
え
ま
し
た
。

　
昨
年
５
月
か
ら
友
好
協
会
も
ニ
エ
ケ
さ

ん
や
八
千
代
町
と
連
携
し
て
活
動
し
て
お

り
、
八
千
代
町
多
文
化
共
生
マ
ン
ス
リ
ー

セ
ミ
ナ
ー
の
第
一
回
講
師
を
村
田
事
務
局

長
が
務
め
、
９
月
に
は
外
国
人
労
働
者
の

食
糧
支
援
を
行
う
な
ど
、
外
国
人
支
援
や

情
報
交
換
を
密
に
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
外
国
人
が
８
万
人
を
超
え
た

今
、
ニ
エ
ケ
さ
ん
の
よ
う
に
広
い
視
野
で

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
積
極
的
に
多

文
化
共
生
を
考
え
て
い
き
た
い
と
パ
ワ
ー

を
も
ら
い
ま
し
た
。
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

や
さ
し
い
日
本
語
と
は

　
現
在
日
本
に
は
約
３
０
７
万

５
千
人
の
外
国
人
が
生
活
し
て

い
ま
す
。
前
年
か
ら
31
万
人
増

え
、
増
加
傾
向
は
と
ど
ま
る
気

配
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
法
務
省
で
は
「
や
さ
し
い
日

本
語
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
発

表
し
、
各
省
庁
や
各
機
関
を
は

じ
め
様
々
な
場
所
で
「
や
さ
し

い
日
本
語
」
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
各
行
政
機
関

や
病
院
、
学
校
な
ど
多
く
の
場

面
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
と
は
、

普
段
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を
外

国
人
に
も
わ
か
る
よ
う
に
配
慮

し
た
、
簡
単
な
日
本
語
の
こ
と

で
す
。
日
本
に
暮
ら
す
外
国
人

と
、
や
さ
し
い
日
本
語
で
あ
れ

ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。

外
国
人
向
け
日
本
語
教
育

　
６
月
に
行
わ
れ
た
第
６
回
八

千
代
町
多
文
化
共
生
マ
ン
ス

リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
は
講
師
と
し

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
活
動
市
民

中
心
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
新
居
み
ど
り
さ
ん

を
迎
え
、
国
の
取
り
組
み
や
外

国
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
元
に

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
に
つ
い

て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
は
活
動
開
始
か

ら
20
年
目
を
迎
え
る
外
国
人
の

支
援
を
行
う
専
門
家
集
団
で
、

弁
護
士
、
行
政
書
士
、
通
訳
者

や
協
力
職
員
な
ど
が
専
門
性
を

生
か
し
て
市
民
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
国
か
ら
の
委
託
を
受

け
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
で
す
。

　
今
の
日
本
に
お
い
て
は
、
外

国
人
に
向
け
て
の
地
域
の
日
本

語
教
育
と
や
さ
し
い
日
本
語
が

両
輪
と
な
っ
て
お
り
、
共
に
生

活
し
て
い
る
私
た
ち
も
、
知
っ

て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
茨
城
県
で
も
現
在
、
地
域
日

本
語
教
育
の
充
実
に
努
め
て
お

り
、
さ
ら
に
「
や
さ
し
い
日
本

語
」
の
理
解
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

更
な
る
普
及
を

　
県
で
は
国
際
交
流
協
会
に
お

い
て
、
外
国
人
に
向
け
て
の
多

言
語
で
の
相
談
窓
口
を
開
設
し

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
で
も
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
行
政
の
窓
口
や
病
院
、
公
共

施
設
で
の
利
用
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
が
東
京

で
外
国
人
に
向
け
て
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
70
％
以
上
の

外
国
人
が
「
や
さ
し
い
日
本

語
」
が
分
か
る
、
あ
る
い
は
大

体
分
か
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
、
災
害
時
の
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
は
、
や
さ
し

い
日
本
語
で
の
表
記
「
つ
な
み

に
げ
て
！
」
「
た
か
い
と
こ
ろ

に
に
げ
て
！
」
な
ど
の
表
示
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

技
能
実
習
制
度
の
変
更
と
滞
在

者
の
増
加

　
す
で
に
県
内
の
企
業
、
事
業

所
で
活
躍
す
る
外
国
人
労
働
者

は
多
く
、
今
後
は
技
能
実
習
制

度
の
変
更
に
伴
い
家
族
滞
在
者

も
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生

推
進
に
向
け
て
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
手
段
と
し

て
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
理

解
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

や
さ
し
い
日
本
語
の
コ
ツ

（
例
）

○
漢
語
は
和
語
（
日
本
語
）
に

　
避
難
↓
に
げ
る

○
カ
タ
カ
ナ
語
は
和
語
に

　
ダ
イ
ヤ
↓
電
車
が
来
る
時
間

○
敬
語
は
普
通
に

　
ご
覧
く
だ
さ
い

　
　
　
↓
見
て
く
だ
さ
い

○
複
雑
な
動
詞

　
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い

　
　
　
↓
聞
い
て
く
だ
さ
い

在
住
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
政
府
は
、
外
国
人
の
人
材
受
け
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的

対
応
策
に
お
い
て
、
全
て
の
省
庁
で
「
外
国
人
向
け
の
行
政
情

報
・
生
活
情
報
の
更
な
る
内
容
の
充
実
と
、
多
言
語
・
や
さ
し
い

日
本
語
化
に
よ
る
情
報
提
供
・
発
信
を
進
め
る
」
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

「
や
さ
し
い
日
本
語
」

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
の
新
居
さ
ん

ス
リ
ラ
ン
カ
人
の
ウ
ィ
ロ
ー
ラ
さ
ん

と
や
さ
し
い
日
本
語
で
話
す
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
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■
新
入
会
員

▽
大
竹
昌
士（
水
戸
市
）▽
ニ
エ
ケ
ひ
と

み（
八
千
代
町
）▽
吉
田
雄（
つ
く
ば
市
）

▽
株
式
会
社
伊
藤
園（
水
戸
市
）敬
称
略

　
総
会
前
の
６
月
20
日
、
人
見
章
太
郎

顧
問
が
「
総
会
の
準
備
、
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
地
元
の
那
珂
カ
ボ
チ
ャ
を

持
参
し
激
励
に
来
ま
し
た
。

　
人
見
顧
問
が
事
務
局
を
訪
れ
る
の
は

久
し
ぶ
り
で
「
故
下
山
田
虎
之
介
名
誉

会
長
と
最
初
の
立
ち
上
げ
か
ら
一
緒
に

頑
張
っ
て
き
た
か
ら
、
も
う
55
年
に
な

る
。
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た

け
ど
、今
考
え
る
と
楽
し
か
っ
た
な
ぁ
」

停
電
が
続
く
北
部
ハ
ノ
イ

今月の川柳

○ 

バ
ラ
の
花 

塀
に
も
た
れ
て 

花
ざ
か
り
　
　
顧
問 

人
見
章
太
郎

○ 

カ
タ
ツ
ム
リ 

雨
に
打
た
れ
て 

動
き
出
す
　
会
員 

海
老
根
　
巌

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
は
、
ハ

ノ
イ
大
学
と
フ
エ
外
国
語
大
学
と
の
リ

モ
ー
ト
に
よ
る
日
本
語
学
習
支
援
を
２

年
前
か
ら
毎
週
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
ハ
ノ
イ
大
学
の
学
生
か

ら
の
報
告
で
、
現
在
ベ
ト
ナ
ム
北
部
地

域
を
中
心
と
し
て
計
画
停
電
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
５
月
以
降
の
降
雨
不
足
に
よ
り
、
貯

水
ダ
ム
の
水
位
が
大
幅
に
低
下
し
、
水

力
発
電
の
稼
働
率
が
激
減
し
、
６
月
初

旬
か
ら
首
都
ハ
ノ
イ
市
、
ハ
イ
フ
ォ
ン

市
、
バ
ク
ニ
ン
省
、
ク
ァ
ン
ニ
ン
省
な

ど
北
部
の
至
る
所
で
計
画
停
電
や
節
電

要
請
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

停
電
に
よ
り
工
場
が
臨
時
休
業

　
今
年
は
猛
暑
に
よ
る
電
力
需
要
の
増

加
な
ど
か
ら
例
年
以
上
に
電
力
不
足
が

深
刻
化
し
て
お
り
、
ハ
ノ
イ
市
街
地
や

北
部
の
工
場
な
ど
が
打
撃
を
受
け
、
同

地
域
の
多
く
の
工
場
な
ど
も
稼
働
率
を

引
き
下
げ
、
臨
時
休
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。
有
名
な
観
光
地
ハ
ロ
ン
湾
が
あ
る

ク
ァ
ン
ニ
ン
省
で
は
観
光
に
影
響
も
出

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
住
民
は
暑
さ
を
逃
れ
て
商
業

施
設
に
避
難
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
で
も
住
民
が
過
ご
せ
る
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
夜
間
の
計
画
停
電
が
多
く
、
家
の
外

に
近
所
の
人
が
集
ま
っ
て
夜
を
過
ご
し

た
り
、
学
生
は
大
学
な
ど
に
集
ま
っ
て

携
帯
の
ラ
イ
ト
で
宿
題
を
し
た
り
す
る

様
子
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
部
の
フ
エ
で
も
時
々
計
画
停
電
が

あ
る
と
い
う
学
生
か
ら
の
報
告
に
、
発

展
す
る
ベ
ト
ナ
ム
の
電
力
事
情
を
垣
間

見
た
気
が
し
ま
し
た
。

と
振
り
返
り
ま
す
。
文
化
セ
ン
タ
ー
を

借
り
切
っ
て
毎
年
行
っ
た
農
村
ふ
る
さ

と
祭
り
や
、
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
の
行

事
な
ど
懐
か
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　
90
歳
を
迎
え
た
人
見
顧
問
に
元
気
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
会
費
納
入
の
お
知
ら
せ

　
事
務
局
よ
り
、
会
費
納
入
の
案
内
を

送
り
ま
す
。
常
陽
銀
行
も
し
く
は
同
封

し
た
郵
便
局
の
振
替
用
紙
を
使
っ
て
会

費
の
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
法
人
・
団
体
会
費
一
口

　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
、
０
０
０
円

　
個
人
会
費
　
　
　
　
９
、
０
０
０
円

　
学
生
会
費
　
　
　
　
３
、
０
０
０
円

　
広
告
　
　
　
　
　
３
０
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　（
年
６
回
会
報
紙
に
掲
載
）

　
第
25
次
ベ
ト
ナ
ム
友
好
訪
問
が
９
月

11
〜
16
日
の
期
間
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
外
交
関
係

樹
立
50
周
年
を
迎
え
、
大
学
生
、
若
者

21
人
を
含
む
49
人
の
訪
問
団
で
、
ハ
ノ

イ
の
セ
キ
シ
ョ
ウ
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
エ
外

国
語
大
学
で
の
学
生
と
の
交
流
会
、
ア

ン
タ
イ
子
ど
も
の
家
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
フ
エ
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
の
筑
波
大
学
事
務
所
、
戦

争
証
跡
博
物
館
を
回
る
予
定
で
す
。

　
結
団
式
７
月
30
日
午
前
10
時
か
ら

　
場
所
　
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

第
25
次
ベ
ト
ナ
ム
友
好
訪
問
団
結
団
式

人
見
顧
問
が
事
務
局
を
激
励

総
会
前
に
カ
ボ
チ
ャ
の
差
し
入
れ

カ
ボ
チ
ャ
を
手
に
笑
顔
の
人
見
顧
問

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
灯
り
で
勉
強
を
す
る
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友
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し
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す
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